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自衛隊第10音楽隊ふれあいコンサート in たけとよ
2017年8月2日（水曜日）

≪アンケートより≫

•アンサンブル方式は素敵でした。金管、木管等、ぞれぞれの楽器の音色がきわだって音楽を聴く楽しみ
をより深く感じさせる素晴らしい演奏でした。ありがとう！（70歳以上男性）
•アンサンブルもウインズもとっても良かったです。有料でいいので毎年、やって下さい。次回も必ず来た
いです。ありがとうございました。サックスの最後の曲ステキでした。（30代女性）
•アンサンブルだとオーケストラにはない独特の音色が響いてきた。陸上自衛隊のかっこいい音色が響い
てきた。大きな音と小さな音がはっきりして楽器独特の音色がどの曲でもかなでていたのでとてもよかっ
たです。（中略）私たちを笑顔にしてくれる曲ばかりで悩み事があったりしたら今日、演奏された曲を思い
出して、いつも明るくいようと思いました。私たちを勇気づけてくれ、元気にしてくれる曲ばかりでよかった
です。（10代女性）
＜担当者より＞
毎年恒例となりつつある自衛隊第１０音楽隊のふれあいコンサートですが、今回は大編成でなく、木管５重奏、金管５重奏、サクソフォン４重奏がそれぞれ
聴かせる演出でした。夏休み中の開催の為、小学生から大人の方までお楽しみいただけたのも、嬉しいです。アンサンブルが好評な一方で、大編成での演奏を
期待されている方もいらっしゃいますので、今後機会があれば両方が楽しめるコンサートを開催できると良いですね。自衛隊第１０音楽隊様、主催の日油㈱
愛知事業所様、ありがとうございました。

ゆめプラ プレミアムモーニングコンサート 哲夫と佳子～Love Song～
2017年8月23日（水曜日）

≪アンケートより≫

・会場の設営が新鮮でした。とても楽しかったです。（70歳以上女性）
•今までのモーニングコンサートの上下関係の雰囲気から演奏者を真ん中に持って行く発想の転換におど
ろくと共に、すてきなあたたかい雰囲気に心が躍りました。勿論、トークも歌声も最高でした。ありがとうござ
いました。（70歳以上女性）
•心がいやされました。感動しました。（60代男性）
＜担当者より＞
“プレミアム”モーニングコンサートということで、いつもと違う形のコンサートを企画しました。
客席の真ん中にピアノを置いて、ぐるっと周りを客席が囲みました。これまでのゆめプラモーニン
グコンサートのファンの方々からも、新しいホールに来たかのような新鮮さを感じ取っていただけたようです。響きホールの魅力を十分にお伝えできたと思
います。

Swing Band TAKETOYO 第20回定期公演
2017年9月3日（日曜日）

≪アンケートより≫

・10周年おめでとうございます。新曲も多く、みなさんがんばっているなあと感じます。メンバーのMCもアット
ホームな感じでとてもよかったです（50代女性）
•とても楽しい時間を過ごさせていただきました。皆さんの熱意が心に届きました。ありがとうございました。
（60代男性）
•MCやくじ引きが面白かったです。ソリストこちらでえらんでやる企画が斬新で楽しかったです。（20代女性）
＜担当者より＞
Swing　Band　TAKETOYOは今年で10周年。記念すべき20回目の定期公演は、面白い企画満載で会
場は大盛り上がりでした。特にタブレットを使ってお客さんにソリスト（ソロで演奏する人）を選
んでもらう企画は、アンケートの中でも「良かった」という声が多かったです。

　1943年アルゼンチン共和国、ルハン市に生まれる。４歳からピアノを始
め、幼年の頃より頭角を現し、数々のピアノコンクールに入賞する。1968
年、弱冠2３歳で文部省の推薦により、サン・フスト女性合唱団を引率し、
北米ペルーを巡る。1979年、チリ国政府より音楽教育・企画の重責を与
えられ、チリ国芸術・音楽大学客員教授、カルロス・ロペス・ブチャード国
立音楽学院教授他を歴任。
　現在は自身が率いるエンリケ・クッティーニ楽団のピアニスト兼マエスト
ロとして活躍する傍ら、本国アルゼンチンでは大学教授も務めている。
　1987年に初来日して以来、現在までに毎年来日を果たしており、公演
数は延べ700公演以上に上る。2003年5月に韓国・ソウルにて行なわれた
Art Festival「Folk & Modern」では、招待公演として国立ヘオルム劇
場のメインを飾り聴衆を熱狂させた。同年10月には、再び韓国の全州市
にあるSori Arts Centerより招待されて公演を行い好評を博す。
　アルゼンチンの大自然や人の心のうつろいを表現したタンゴの名曲と、
音楽史に残る名曲の数々。それらの美しいメロディを活かしつつ、広く大
衆にわかりやすいように独自のアレンジが施されたステージは、彼の軽や
かなピアノと親しみやすい人柄もあいまって、アルゼンチン国内はもとより、
日本においても多くのファンを掴んでいる。

哀愁の旋律と情熱のリズム

豪華生演奏と日本人による解説つき

　ブエノスアイレスの場末で故郷を捨ててきた移民たちが生み出した娯
楽、タンゴ。それは時を越え洗練され、現在では様々な音楽の中で確固
たるジャンルを築きあげました。その源流であるアルゼンチンタンゴは、猥
雑なエネルギーと繊細なメロディを併せ持つ稀有な音楽です。人が生き
る喜びや悲哀といった心のうつろいを表現する演奏家と、曲中で出会い
別れていくダンサーたち。
　遠くはなれた異国で生まれたアルゼンチンタンゴは、古典として風化す
ることもなく、言葉も文化の違いも超えた普遍的な感動を我々に与えてく
れます。
　「みなさん、タンゴはクラシックのように、かしこまって聴かなくていいんで
すよ。手拍子して、歌ってください。」流暢な日本語でマエストロ・クッティー
ニが語り掛けると、和やかな空気と笑顔が会場いっぱいに広がります。タ
ンゴエモーションの特徴は、日本人の司会が入り、アルゼンチンタンゴや、
バンドネオンの由来から曲の説明まで幅広く、アルゼンチンタンゴを初め
て聴く観客のためにやさしい解説を加えます。
　また、ラテン、シャンソンなども加え、観客の耳馴染みの曲を中心に構成
されています。バンドネオンのもの悲しい旋律にダンスが絡み、深い哀愁
を演出したかとおもうと「次はみなさんも一緒に歌ってください。」と呼び
かける。ステージと観客の境目など無く、誰もが感じる親近感と一体感。ス
テージの天才、クッティーニのパフォーマンスに目は釘づけなのです。日本
をこよなく愛す彼のファンサービスは惜しむことなく観客を楽しませるで
しょう。
　観客と一緒に歌う、楽しむ。それがタンゴエモーションのステージです。

～哀愁の旋律と情熱のリズムが
　　　　　　　　織り成すタンゴの世界～

11月25日㈯ 15：00開演（14：30開場）
ところ

料　金

対　象

ゆめたろうプラザ 輝きホール（全席指定）
チケットぴあ 電話0570‐02‐9999（Pコード：338-186）
ゆめプラメイト 3,000円（お一人様2枚まで）　一般 3,500円（当日一般・メイト4,000円）
学生（大学生以下）1,000円（当日1,500円）
グループ券（一般チケット4枚）13,000円 一般4枚同時購入でとってもお得！
（※前売りのみ　※ゆめたろうプラザでの取扱いのみ）
小学生以上

エンリケ・クッティーニ楽団「タンゴエモーション」

　ゆめたろうプラザから本場のアルゼンチンタンゴをお届けします！
　豪華生演奏をバックに武豊で本場のタンゴを鑑賞することが出来る！
こんなチャンスは、本当になかなかありません。
　日本人によるタンゴのやさしい解説がついているのも嬉しいですね。
「タンゴのことはあまり知らないわ」という方にも楽しんでいただけますよ。
この機会に魅惑的な異国のタンゴを存分にお楽しみください！

担当者より

Enrique Cuttini（エンリケ・クッティーニ）

好評発売中!


